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「判官贔屓」に思う
校長 武井 勝久

今回は題名が難しい漢字で書かれていて、読めな
い人の方が多いと思います。四字熟語の前半の２文
字は「ほうがん」と読みます。「はんがん」とも読
めますが、今回は「ほうがん」で紹介します。後半
２文字は「ひいき」、前半とのつながりで「ほうが
んびいき」とにごって読むのが一般的です。難しい
言葉ですね。まず、判官とは源義経という武将のこ
とを示しています。子どもの頃の名前の「牛若丸」
は皆さんも知っていると思います。京都の五条大橋
で武蔵坊弁慶と闘い、大男の弁慶を打ち負かし家来
にしたという話が伝わっています。源九郎判官義経
（みなもとのくろうほうがんよしつね）という呼ば

プレゼン資料１（表題） れ方をしていたこともあり、判官とはこの義経を指
している言葉です。贔屓は、「えこひいき」などという言葉にも入っていますが、「味方をする、肩
をもつ」といった意味です。だから、判官贔屓とは「源義経の味方をする、肩をもつ」との意味から
始まっています。もう少し話を進めると、義経は平家追
討に活躍した人物ですが、その過程で兄である源頼朝と
仲違いをして、義経は頼朝によって滅ぼされてしまいま
す。それで一般的に「義経（判官）→弱いもの」との意
味が加わり、スポーツなどで両者に力の差があった場合、
弱い方の味方をすることを判官贔屓と言うようになった
と理解しています。（資料２）
何で突然こんな言葉をもち出したかというと、ここの

ところのできごとで、私にとってこの言葉を思い浮かべ
る機会があったからです。１月２７日に、全日本卓球選
手権大会が行われ、男子シングルスの決勝で戸上隼輔選
手と張本智和選手が対戦しました。どちらもパリ五輪代
表も確実といわれている日本のトッププレイヤーで、世
界ランキングは張本選手の方が上位なのですが、全日本
選手権では、６年前に張本選手が史上最年少で優勝した 資料２

ものの、その後、決勝までは何度か進出しながら、優勝できませんでした。それに対して戸上選手は
昨年、一昨年と連覇をしており、波に乗ってる感じで、張本選手の方が劣勢に立っている印象を受け、
なんとなく張本選手を応援するような気持ちになっていました。試合が始まると序盤から、戸上選手

の思い切った攻撃が張本選手を圧倒し、２ゲーム目は
取りはしたものの、ゲームカウント３対１と戸上選手
の強さが際立ちました。もうだめかなと思いながらも、
応援をしていたところ、５ゲーム目以降競りながら、
８度もマッチポイントをしのぎ、最終ゲームも１６対
１４の接戦で、張本選手が逆転での優勝を果たしまし
た。勝利が決定した瞬間、自分でも信じられないよう
なぼう然とした表情でしばらく立ちすくんでいた姿か
ら、激戦を物語っている印象を受け、大きな感動を覚
えました。
この張本選手を応援する気持ち、勝った瞬間に一緒

になって感動した気持ちが、判官贔屓という言葉とマ
資料３ ッチしている気がしました。歴史の知識や言葉の意味

と日常生活で感じていることが結びつくことによって、自分の気持ちにピタリと合う感じがしたり、
思いを豊かに表現することにつながったりするのだと改めて実感しました。（資料３）皆さんにも、
いろいろな教科等で学習している事柄を結びつけたり、生活の中での気付きを大切にしたりして、自
分の世界を広げていってほしいと思います。


